
埼労発基 0820 第３号   

令 和 ７ 年 ８ 月 20 日    

 

各 位  

 

 

埼玉労働局長 

（公印省略） 

 

下水道管路等作業における硫化水素中毒防止対策の徹底について 

 

平素は労働安全衛生行政の推進につきまして、ご理解、ご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。 

さて、下水道管路等内における硫化水素中毒対策については、平成 14 年３月 

15 日付け基安労発第 0315001 号「下水道清掃作業における硫化水素中毒災害の

防止について」により周知徹底を図っているところですが、令和７年８月２日、

行田市内の下水道管路内点検作業に従事していた作業者４人が死亡する重大な

災害が発生しました。 

当該災害につきましては調査中でありますが、下水道管路内の硫化水素ガス

を吸入したことが原因と推定されます。 

このことから、別添１のとおり令和７年８月８日付け基安労発第 0808 第３号

により、厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課長から、公益社団法人日本

下水道管路管理業協会あて、別添２及び別添３のとおり令和７年８月４日付け

事務連絡により国土交通省から地方公共団体の関係課長等あて、別添４の１の

とおり埼玉労働局長から、令和 7年 8 月 18 日付け埼労発基 0818 第 13 号により

発注者あて通知しているところです。 

 つきましては、貴会におかれましても、貴会会員事業場に対して、下水道管路

等作業のみでなく、酸欠則に定める安全管理措置の適切な実施を周知いただく

よう特段の配慮をお願いします。 

別添４のリーフレットも必要に応じてご活用ください。  

また、同リーフレットは、埼玉労働局のホームページにも掲載しています。 

 https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/home.html 

なお、同種災害防止のみでなく、万が一労働災害が発生した場合や異常が発生

した場合の対応や救助、救出について、その手順や連絡体制を確立し、関係従業

員へ周知し、訓練を実施して被害を最小限とするよう徹底をお願いします。 

 
担当窓口： 
労働基準部健康安全課 
電話：048-600-6206 

https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/home.html


基安労発 0808 第３号 

令 和 ７ 年 ８ 月 ８ 日 

 

公益社団法人日本下水道管路管理業協会会長 殿 

 

 

厚生労働省労働基準局 

安全衛生部労働衛生課長 

 

 

下水道管路等内作業における硫化水素中毒防止対策の徹底について 

 

 

 労働基準行政の推進につきましては、日頃から格別の御配慮をいただき厚く御礼

申し上げます。 

 下水道管路等内における硫化水素中毒対策については、平成 14年３月 15日付け

基安労発第 0315002 号「下水道清掃作業における硫化水素中毒災害の防止につい

て」により周知を依頼しているところですが、令和７年８月２日に埼玉県内の下水

道管路点検・清掃作業において、硫化水素中毒が原因と考えられる災害により、４

名が死亡するという重大な災害が発生しました。 

 現在、原因等の詳しい状況については調査中ですが、過去においても下水道管路

等内作業における硫化水素中毒による災害が発生しております。 

 ついては、過去の硫化水素中毒災害の発生状況も踏まえ、同様の作業を行う場合

は、改めて、下記の酸素欠乏症等防止規則（昭和 47年労働省令第 42号。以下、「酸

欠則」という。）に定められた事項等に留意し、作業者の安全を確保するよう、貴団

体の会員への周知をお願いいたします。 

 なお、国土交通省水管理・国土保全局より別添１、２のとおり地方公共団体の関

係課長に対して、安全確保の徹底に関して委託事業者への指導・監督など適切な措

置を講じられるよう周知しているので併せて了知いただきますようお願いいたし

ます。 

 

記 

 

下水中や堆積した汚泥内で発生した硫化水素は、静置状態では内部に封じ込めら

れて大気中には拡散しにくいが、外部から攪拌等の衝撃を受けると一気に大気中に

拡散されるため、作業開始時には硫化水素の濃度が低くても、作業中に濃度が急上

別添１ 
 



昇する可能性があることから、事業者は、雨水が滞留しており、又は滞留したこと

のある下水道管路等内のみならず、し尿、腐泥、汚水その他腐敗し、又は分解しや

すい物質を入れてあり、又は入れたことのある下水道管路等内においても、作業を

行うに当たっては、以下の事項を行うこと。 

（１）適正な作業計画の策定 

事前に得られた情報に基づき、硫化水素中毒防止について十分考慮された作業

計画をあらかじめ作成し、当該作業計画に従って行うよう徹底を図ること。 

（２）硫化水素濃度の測定の適正な実施 

その日の作業を開始する前に硫化水素濃度の測定を行うとともに、作業中も継

続して作業者の近くの硫化水素濃度の測定を行うこと。 

（３）有効な換気の実施 

作業者が作業を行う場所における硫化水素濃度を 10ppm 以下に保つように、

十分な能力を有する換気設備を用いるとともに、有効な方法で継続して換気を行

うこと。 

（４）必要に応じた空気呼吸器等・要求性能墜落制止用器具の着用 

作業の性質上十分に換気を行うことが困難な場合は、作業者に空気呼吸器等

（空気呼吸器、酸素呼吸器又は送気マスク）を着用させること。 

また、硫化水素中毒にかかって墜落するおそれのあるときは、要求性能墜落制

止用器具を着用させること。 

（５）作業主任者の選任等 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習を修了した者のうちから酸素欠乏

危険作業主任者を選任し、適正な作業方法の決定、作業者の指揮、硫化水素濃度

等の測定、測定用具、換気装置、空気呼吸器等の器具・設備の点検、空気呼吸器

等の使用状況の監視等の業務を確実に実施させること。 

（６）異常な事態を把握するための措置の実施 

  監視人の配置等異常な事態を早期に把握し、関係者に通報できる措置を講ずる

こと。併せて、異常な事態を把握したら直ちに退避できる体制を整えること。 

（７）特別の教育の実施 

  労働者を作業に従事させる前に、硫化水素等の発生原因、硫化水素中毒等の症

状、空気呼吸器等の使用方法、事故の場合の退避及び救急そ生の方法等について

の特別教育を実施すること。 

（８）二次災害の防止 

  救出時等の二次災害を防止するため、救出時には空気呼吸器等を使用させるこ

と。また、救出時の空気呼吸器等の仕様等について、十分な教育訓練を実施する

こと。 

 



近年における下水道管路等内作業での硫化水素中毒の事例 

 

 

災害発生場所 

被災労働者数

（人） 災害概要 

死亡 休業 

マンホール内 

０ １ 

豚のし尿等が流れ込むマンホール内で、底

にたまった滞留物の除去作業を行っていた

ところ、意識を失ったところを発見され、休

業したもの。 

マンホール内 

１ ０ 

下水管詰まり解消のため、作業前の状況写

真を撮影しようとマンホールの中に入った

時、マンホール内に充満していた硫化水素を

吸ってその場で座り込んで倒れ、被災、死亡

したもの。 

マンホール内 

１ １ 

汚水圧送管の空気抜き弁を交換するため、

マンホールピット内に３名が入り、空気抜き

弁を取り外したところ、当該圧送管から漏れ

出した硫化水素を吸引して２名が被災し、そ

のうちの１名が死亡したもの。 

雨水枡内 

１ ０ 

雨水枡内で雨水枡の底に溜まった土砂を

除去する作業を行っていたところ、雨水枡で

発生した硫化水素を吸引し、死亡したもの。 

   

 厚生労働省労働衛生課調べ 

 

 

 



 

事  務  連  絡 

令 和 ７ 年 ８ 月 ４ 日 

 

都道府県下水道担当課長 殿 

政令指定都市下水道担当部長 殿 

（上記、各地方整備局等経由） 

市町村下水道担当部長・課長 殿 

（上記、各都道府県経由） 

日本下水道事業団事業調整課長 殿 

都市再生機構下水道担当課長 殿 

 

国土交通省水管理・国土保全局 

上 下 水 道 企 画 課 

管理企画指導室課長補佐 

下 水 道 事 業 課 

事業マネジメント推進室課長補佐 

 

下水道管路等内作業における安全確保の徹底について 

 

 

 令和７年８月２日（土）、埼玉県行田市において、大規模下水道管路を対象とした全国

特別重点調査の実施中に委託事業者の作業員４名が死亡する事故が発生しました。 

 本事案の詳細については関係機関により現在調査中ですが、各下水道管理者におかれ

ましては、令和７年３月 18 日付け事業マネジメント推進室長事務連絡で要請している全

国特別重点調査の実施箇所を始め、下水道管路内作業を行う場合においては、酸素欠乏

症等防止規則（昭和 47 年９月 30 日労働省令第 42 号）、「下水道維持管理指針 総論編マ

ネジメント編－2014 年版－」（平成 26 年９月（公社）日本下水道協会）第３章第４節

「管路施設の労働安全衛生対策」及び「下水道管きょ内作業の安全管理に関する中間報

告書」（平成 14 年４月、下水道管きょ内作業安全管理委員会）等に基づき、下水の流況

の確認、管路内の硫化水素や酸素濃度の測定・換気、転落防止の安全帯等の保護具使

用、緊急時救出用の呼吸器等の準備など、下水管路内の作業環境を踏まえた作業者の基

本的な安全確保対策の徹底に関して委託事業者への指導・監督など適切な措置を講じら

れるようお願いいたします。 

 また、現在実施いただいている全国特別重点調査においても、３月 18 日の要請の中

で、安全確保に最大限留意いただくとともに、調査にあたっては換気や流出防止措置な

どの安全対策を十分に実施することとしています。さらに、「下水道等に起因する大規模

な道路陥没を踏まえた対策委員会」にて令和７年５月 28 日にとりまとめられた第２次提

別添２ 
 



 

言の中で、作業安全の確保意識の徹底は下水道マネジメントにおける最重要の前提条件

であると示されています。これらを踏まえて、特別重点調査の優先的に調査を実施すべ

き箇所は令和７年８月８日（金）までに、それ以外の箇所については令和８年２月末ま

でにその時点の結果を報告いただくよう要請しているところではありますが、調査に当

たっては何よりも安全確保を最優先していただくよう改めてお願いするとともに、委託

事業者へも周知いただきますようお願いいたします。 

なお、今般の下水道管路内調査の事故について、その原因を踏まえ、再発防止策につ

いて改めて事務連絡を発出する予定です。 

 

各都道府県におかれましては、この旨管内市町村（政令指定都市を除く。）にも周知を

お願いいたします 

 



O2 18 H2S 10ppm

1 :O2 2 :O2 H2S

1 2

1 2

hashi-k2uv
テキストボックス
「下水道管きょ内作業の安全管理に関する中間報告書」
（平成14年４月、下水道管きょ内作業安全管理委員会）より抜粋


hashi-k2uv
テキストボックス
参考


hashi-k2uv
四角形

hashi-k2uv
四角形

hashi-k2uv
四角形



事  務  連  絡 

令 和 ７ 年 ８ 月 ４ 日 

 

都道府県下水道担当課長 殿 

政令指定都市下水道担当部長 殿 

（上記、各地方整備局等経由） 

市町村下水道担当部長・課長 殿 

（上記、各都道府県経由） 

日本下水道事業団事業調整課長 殿 

都市再生機構下水道担当課長 殿 

 

国土交通省水管理・国土保全局 

上 下 水 道 企 画 課 

管理企画指導室課長補佐 

下 水 道 事 業 課  

事業マネジメント推進室課長補佐 

 

下水道管路等内作業における安全確保の徹底について（その２） 

 

 

 令和 7 年 8 月 4 日付事務連絡「下水道管路等内作業における安全確保の徹底

について」にてお願いをしているところですが、今般の死亡事故の発生を踏ま

え、下水道等管路内作業において安全を確保するために特に注意し徹底する必

要があると考えられるポイントを別紙の通りに作成しましたので、現場で作業

を行うときに委託事業者に配布し作業従事者に携行していただくなど活用いた

だきますようお願いいたします。 

 

各都道府県におかれましては、この旨管内市町村（政令指定都市を除く。）

にも周知をお願いいたします 

 

別添３ 



     【別紙】  

 

 

作業員が酸素欠乏症等を発症した場合は、無理せず、消防に通報し救出を委ねること 

測定点の例 

○作業開始前、作業中、再入孔する前に、原則として垂直、水平方向にそれぞれ３点以上測定点を設けること 

 
○作業場所に下水や汚泥が堆積している場合は、外部から攪拌して水中の硫化水素を空気中に放出してから濃度

測定を実施すること 

 
○外部から攪拌できない場合には、濃度測定の結果が基準値以下であっても、適切な呼吸用保護具を着用させ、

作業員を入孔させること 

 
○作業場所では、酸素濃度を１８％以上、かつ硫化水素濃度を１０ppm以下に保つように常時換気すること 

 
○作業中は常時警報付き測定器具によるガス検知を行い、異常を感知したら直ちに退避できる体制を整えること 

 
○酸素欠乏症等にかかって墜落する恐れのある時は、高さ２ｍ以内であっても墜落制止用器具を使用すること 

 

管路作業での酸素欠乏症・硫化水素中毒を絶対に防ぐ 

～作業従事者の命を守るために、特に留意すべきこと～ 

（令和７年８月４日版） 

出典：下水道維持管理指針（総論編、マネジメント編）-2014年版- 



埼労発基 0818 第 13 号   

 令和 7 年 8 月 18 日   

 

発注者各位  

 

 

埼玉労働局長 

 

 

下水道管路等作業における硫化水素中毒防止対策の徹底について 

 

平素は労働安全衛生行政の推進につきまして、ご理解、ご協力を賜り厚くお礼

申し上げます。 

さて、下水道管路等内における硫化水素中毒対策については、平成 14 年３月 

15 日付け基安労発第 0315001 号「下水道清掃作業における硫化水素中毒災害の

防止について」により周知徹底を図っているところですが、令和７年８月２日、

行田市内の下水道管路内点検作業に従事していた作業者４人が死亡する重大な

災害が発生しました。 

当該災害につきましては調査中でありますが、下水道管路内の硫化水素ガス

を吸入したことが原因と推定されます。 

このことから、別添１のとおり令和７年８月８日付け基安労発第 0808 第３号

により、厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課長から、公益社団法人日本

下水道管路管理業協会あて、別添２及び別添３のとおり令和７年８月４日付け

事務連絡により国土交通省から地方公共団体の関係課長等あて通知されている

ところです。 この通知について当局からも周知いたしますので、了知いただき、

適切な対応・措置をお願いいたします。 

 下水道管路内における作業は、労働安全衛生施行令（昭和 47.8.19 政令第三

一八号）別表第六に既定する酸素欠乏危険作業箇所に該当することが多く、その

場合、同内部での作業は酸素欠乏症等防止規則（昭和 47.9.30 労働省令第四二

号（以下、「酸欠則」という。））によって作業環境測定等 （同則三条）、換気（同

則五条）又は空気呼吸器等の使用（同則五条の二）等の措置が義務づけられてい

ます。 

つきましては、下水道点検等の発注を行う際には、酸欠則に定める安全管理措

置の適切な周知をお願いします。 

万一の事態が生じた場合は、直ちに緊急要請を行い、送風機により酸欠危険場

所へ外気を吹き込み続ける等適切な措置を行うことについて周知徹底をお願い

します。 

同作業の留意点につきましては、別添４のリーフレットを、ご活用ください。  

shimadat
フリーテキスト
別添４の１



また、同リーフレットは、埼玉労働局のホームページにも掲載しています。 

 

 https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/home.html 

 

 

 担当窓口： 
労働基準部健康安全課 
電話：048-600-6206 

https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/home.html


下水道管路内作業における
硫化水素中毒防止対策の徹底

をお願いします

下水道管路内作業における
硫化水素中毒防止対策の徹底

をお願いします

し尿、腐泥、汚水等は硫化水素の発生原因です。これらが入っている、又は入っていた下
水道等の内部の作業場所は、硫化水素中毒発生のおそれがあり、非常に危険です。
下水道管路等の内部に立ち入って作業を行う場合には、酸素欠乏症、硫化水素中毒を
防止するための対策を徹底してください。

災 害 事 例

下水道内の止水プラグを取り外す作業中、
止水プラグ側から汚水が流入し、硫化水素中
毒発生し、救助にあたったもう1名も被災した。

下水道マンホールの浚せつ作業中、マンホー
ル底部で汚泥のたまり具合を見るため、片足
で沈殿物をかき混ぜた。その後、ステップを3,4
段上ったところ、大声を発して転落し、1名が
死亡した。

硫化水素中毒 ２人が休業硫化水素中毒 ２人が休業 硫化水素中毒 １人が死亡硫化水素中毒 １人が死亡

濃度測定せず︕

換気せず︕

墜落制止用器
具使用せず︕

下水道に限らず、過去には多くの硫化水素中毒による重大な事故が発生しています。
厚生労働省『職場のあんぜんサイト』で事故事例を検索することができます。

職場のあんぜんサイト

shimadat
フリーテキスト
 別添４



下水道管路内作業を行う際のチェック事項
☑ 事前確認
作業内容が、硫化水素中毒にかかるおそれがある作業（※第二種酸素欠乏危険作業）に
該当するか事前確認してください。

☑ 作業体制の確保
第二種酸素欠乏危険作業を行う場合は、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者を選
任し、作業指揮等定められた職務を行わせてください。

☑ 測定の実施
その日の作業開始前に、当該作業場における空気中の酸素及び硫化水素の濃度を測
定してください。また、作業中も継続して作業者近くの酸素及び硫化水素の濃度の測定を
してください。

☑ 換気の実施
第二種酸素欠乏危険作業を行わせる場合には、空気中の酸素濃度を18％以上、かつ、
硫化水素濃度を10ppm以下に保つよう換気をしてください。
作業の性質上、この措置が著しく困難である場合には、人数分以上の空気呼吸器等を
備え、これを使用させてください。

☑ 事故発生時の退避と二次災害の防止
硫化水素中毒等のおそれが生じたときは、直ちに作業を中止し、作業従事者をその場所
から退避させてください。また危険がなくなるまでの間、当該場所に特に指名した者以外の
者が立ち入らないように表示をしてください。
空気呼吸器等、はしご、ロープ等の避難用具を備えてください。
救出作業を行う場合には、空気呼吸器等を使用させてください。

お問い合わせは、
最寄りの労働基準監督署又は埼玉労働局健康安全課へ

☑ 転落防止
硫化水素中毒等にかかって転落するおそれがあるときは、墜落制止用器具を使用させてく
ださい。

※第二種酸素欠乏危険作業・・酸素欠乏症と硫化水素中毒のいずれにもかかるおそれがある作業として、労働安全施
行令別表第6に掲げる酸素欠乏危険場所のうち、同表第3号の3、第9号及び第12号に掲げる場所における作業が規
定されています。

労働安全衛生施行令別表第６
第9号 し尿、腐泥、汚水、パルプ液その他腐敗し、又は分解しやすい物質を入れてあり、又は入れたことの

あるタンク、船倉、槽、管、暗きよ、マンホール、溝又はピツトの内部
第12号 前各号に掲げる場所のほか、厚生労働大臣が定める場所

☑ 特別教育の実施
第二種酸素欠乏危険作業に従事する者には、当該中毒予防に関することや、事故の場
合の退避及び救急そ生の方法についての特別教育を実施してください。


